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はじける花火、はじける笑顔 

▲7月 22日（土曜日）、「第 13回あけぼの夏まつり」のフィナーレを飾る納涼花火大会が開催されま

した。4回目となる今年の大会に用意された花火は昨年より 100発多い 250発。打ち上げ会場周辺

には 400人を超える住民が集まり、夜空に光の花が広がるたびに大きな歓声を上げていました。 

▼この夏も、各地域で夏まつりが開催されました（写真）。左から「山
口団地連合自治会夏まつり（7/17）」「あけぼの夏まつり（7/22）」
「稲山連合町内会盆踊り大会（8/14～15）」。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年も熱かった鉄北のボランティアたち 

北海道マラソンの給水ボランティアの応募は町内会を
通じて 5月に締め切られ、当日参加した手稲鉄北地区の
ボランティアは 218人。今年も好天に恵まれ、ランナ
ーたちに熱い声援を送っていました。 
＜写真＞ ①大量に用意された氷を各グループに運び
ます、②交通規制開始と同時にテーブル 141枚が並べ
られます、③速いペースのランナーたちが現れ水分を補
給していきます、④後方で水をくむ係も忙しくなり、⑤
氷を追加して割っていきます、⑥レースも終盤になると
水も底をつきはじめます、⑦最後尾の車両が通過すると
道路上の清掃作業を行います。 

北海道マラソン 2017 

① ② ③ 

④ ⑤ 

⑥ ⑦ 
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まちづくり協議会主催の講座も本格化 

園芸講習会（9/7） 
樹医で庭園管理士の加藤清春さん（写真下）

を講師に招き、収穫の終わった畑を今のうち

から来年に向けて準備することや、寒くなる

季節に植えたほうが良い野菜の話など、この

具体的ホウレン草のなど、より良い畑の作り

方について具体的な説明があり 

季節に合った具体的

な説明がありました。 

講師の加藤さんは

手稲鉄北地区在住で、

園芸や植物に関する

FAXでの相談も随時

受け付けています。

FAX 専用番号 682

－2560 

防災講習会（9/8） 
手稲警察署の署員を講師に招き、減災を意識し

た防災活動を進めるため、「自助」「共助」「公助」

をうまく機能させることの重要性が紹介され、

その後、被災地において負傷者を運び出すため

の具体的な方法について実演がされました。 

 また、近年世界的に増加しつつあるテロにつ

いては、公共交通機関や劇場、スポーツ施設、

レストランといった「ソフトターゲット」が標

的に選ばれている現状や、弾道ミサイル落下時

の対応について、屋内の場合は爆風で破損した

窓ガラスで被害を受けないよう、できるだけ窓

から離れるよう説明がありました。 

防災訓練に参加しました 

手稲区総合防災訓練大会（8/29） 
てっぽく広場及び手稲鉄北小学校体育館で開催された手稲区総合防災訓練において、手稲鉄北地区から 35

人の住民が参加しました。体育館では、避難所運営に関する説明や器材の取り扱いについて実演（写真左）

がなされたほか、広場では煙道通過やケガ人の応急手当、給水車による給水訓練（写真右）などが行われ、

参加者たちは真剣な表情で各会場を回っていました。 



 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

のどにポリープができた 

編集後記 

カバンをなくした 

株で失敗した 

と電話で言われ、現金を要求されたら詐欺（サギ）です！ 

すぐに警察や札幌市消費者センターに相談してください。 

●手稲警察署 686-0110 

●北海道警察相談ダイヤル ＃9110 

●消費者ホットライン 188 
 

最近は、家族構成を調べ上げて、

実の息子や孫を名乗る手口も出始

めているそうです。大切な両親や

祖父母に「自分は電話でお金がほ

しいと言わない」と伝えたり、合

言葉を決めたりしておきましょう 

◆このページにも大きく掲載させていただきましたが、このところ「オレオレ詐欺（さぎ）」が

急増しているようです。被害に遭われる方は、自分がだまれていることに全く気付かないそうで

す。犯人は、考える余裕を与えないよう、次から次と電話をして動揺させながら指示をしていく

ようです。難しいのかもしれませんが、そんなときこそ「一呼吸」置きたいですね。 

◆8月下旬に、広島市のとある町内会長から電話が寄せられました。町内会が定期的に開催する

交流サロンで行った「ていぬペタンク」の遊びが好評だったので、地元の社会福祉協議会のイベ

ントでこのコーナーをつくっても良いか？ というものでした。当まちづ 

くりセンターのホームページを見て挑戦したそうです。すぐに了解の返事 

をしました。「ぐんていぬ（写真右）」が遠く離れた場所でもみんなに楽 

しんでもらえるなんて、うれしいですね。【NK】 


